
離散数学 (4) 2012年 5月 8日
演習問題 岡本 吉央

注意： 解答がどのように導かれるのか，すなわち証明，を必ず書き下すこと．

復習問題 4.1 集合 Aと B に対して

A ∩B ⊆ A

が成り立つことを証明せよ．

復習問題 4.2 集合 Aと B に対して

(A ∪B)−B ⊆ A

が成り立つことを証明せよ．

復習問題 4.3 集合 Aと B に対して

A− (A ∩B) = A−B

が成り立つことを証明せよ．

補足問題 4.4 命題記号 P，Qに対して，次の命題

論理式

(¬P ∧ (P ∨Q)) → Q

が恒真命題であることを証明せよ．

追加問題 4.5 集合 A,B,C に対して

A ∩ (B ∪ C) ⊆ (A ∩B) ∪ C

が成り立つことを証明せよ．(証明を始める前に，オ

イラー図を描いて，証明すべきことが正しそうであ

ることを確認するとよい．)

追加問題 4.6 集合 A,B,C に対して

(A ∪B)− C ⊆ A ∪ (B − C)

が成り立つことを証明せよ．(証明を始める前に，オ

イラー図を描いて，証明すべきことが正しそうであ

ることを確認するとよい．)

追加問題 4.7 集合 A,B,C に対して

A− (B ∩ C) ⊆ (A−B) ∪ (A− C)

が成り立つことを証明せよ．(証明を始める前に，オ

イラー図を描いて，証明すべきことが正しそうであ

ることを確認するとよい．)

追加問題 4.8 集合 A,B,C に対して

(A−B) ∪ (A− C) ⊆ A− (B ∩ C)

が成り立つことを証明せよ．(証明を始める前に，オ

イラー図を描いて，証明すべきことが正しそうであ

ることを確認するとよい．) (ヒント：対偶による証

明を使うとよいかもしれない．)
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